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特別記事

特
別
記
事

多
田
真
鋤
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

　
多
田
真
鋤
君
が
学
位
請
求
論
文
と
し
て
提
出
し
た
『
近
代
ド
イ
ッ
政
治

思
想
研
究
』
の
内
容
構
成
は
、
左
記
の
と
お
り
で
あ
る
．

第
一
部
　
ド
イ
ッ
三
月
革
命
期
の
政
治
思
想

　
第
一
章
ド
イ
ッ
自
由
主
義
の
初
期
的
形
成

　
　
ー
「
シ
ュ
タ
イ
ソ
・
ハ
ル
デ
ソ
ベ
ル
ク
改
革
」
の
思
想
－

　
第
二
章
ド
イ
ッ
文
学
に
お
け
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
ー
グ
リ
ム
童

　
　
　
話
へ
の
一
視
角
－

　
第
三
章
　
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
ダ
ー
ル
マ
ン
の
政
治
思
想

　
第
四
章
　
カ
ー
ル
・
ロ
テ
ッ
ク
の
政
治
思
想

　
第
五
章
　
ゲ
オ
ル
グ
・
G
・
ゲ
ル
ヴ
ィ
ヌ
ス
の
政
治
思
想

　
第
六
章
　
ハ
イ
ソ
リ
ッ
ヒ
・
ガ
ー
ゲ
ル
ソ
の
政
治
思
想

第
二
部
　
冒
ー
マ
ソ
主
義
の
政
治
思
想

　
第
一
章
E
・
バ
ー
ク
と
ド
イ
ッ
・
・
ー
マ
ソ
主
義
の
政
治
思
想

　
第
二
章
　
ロ
ー
マ
ソ
的
保
守
主
義
の
世
界
観

　
第
三
章
　
ポ
ー
ル
・
ド
・
ラ
ガ
ル
ド
の
政
治
思
想

　
第
四
章
　
ラ
ガ
ル
ド
と
ナ
チ
ズ
ム

第
三
部
　
近
代
ド
イ
ッ
の
政
治
思
想

　
第
一
章
ト
ー
マ
ス
・
マ
ソ
の
政
治
観

　
第
二
章
　
エ
ル
ソ
ス
ト
・
ト
レ
ル
チ
の
政
治
観

　
第
三
章
文
明
史
観
に
お
け
る
政
治
思
想

　
　
i
「
O
・
シ
ュ
ペ
ソ
グ
ラ
ー
の
政
治
観
」
を
め
ぐ
っ
て

　
第
四
章
　
ワ
イ
マ
ー
ル
期
に
お
け
る
反
民
主
主
義
政
治
思
想

　
第
五
章
　
ナ
チ
ズ
ム
に
至
る
政
治
思
想
史
的
背
景

　
第
六
章
近
代
ド
イ
ッ
に
お
け
る
冒
蚕
ま
o
召
諒
目
の
展
開

　
第
七
章
　
ド
イ
ッ
政
治
史
学
に
お
け
る
国
家
の
問
題
l
F
・
マ
イ

　
　
ネ
ッ
ケ
、
G
・
リ
ッ
タ
ー
等
を
め
ぐ
る
試
論
－

　
第
八
章
　
歴
史
主
義
と
自
由
主
義

　
　
ー
F
・
マ
イ
ネ
ッ
ケ
を
め
ぐ
っ
て
1

第
九
章
　
西
ド
イ
ッ
の
新
自
由
主
義
と
新
社
会
主
義

文
献
紹
介

　
F
・
C
・
メ
ソ
ガ
！
著
『
ボ
ソ
基
本
法
に
お
け
る
社
会
的
法
治
国
家

　
の
概
念
』
他
八
篇

　
多
田
真
鋤
君
は
、
一
貫
し
て
近
代
ド
イ
ッ
政
治
思
想
史
の
学
域
を
研
究

対
象
と
し
て
き
た
．
当
初
の
問
題
関
心
は
、
戦
後
間
も
な
い
頃
の
思
想
と

価
値
の
解
体
と
い
う
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
な
体
験
と
も
重
な
っ
て
、
第
二
次
大

戦
後
の
西
ド
イ
ッ
に
お
け
る
基
本
法
が
い
か
な
る
政
治
理
念
に
よ
っ
て
定

礎
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
か
、
ま
た
そ
れ
が
、
か
つ
て
の
ナ
チ
ズ
ム
の
全
体

主
義
を
い
か
に
し
て
克
服
し
て
ゆ
こ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
さ
ら
に
ナ
チ
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ズ
ム
と
い
う
も
の
が
ド
イ
ッ
に
発
生
し
た
の
は
、
二
十
世
紀
の
突
発
現
象

で
あ
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
ド
イ
ッ
精
神
史
、
あ
る
い
は
精
神
構
造
の
う

ち
に
、
そ
の
誘
因
と
な
る
べ
き
思
想
が
萌
芽
と
し
て
伏
在
し
て
い
た
の
で

は
な
い
か
、
等
々
、
と
い
っ
た
問
題
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
、
多
田
君
の

学
問
の
出
発
点
と
し
て
の
研
究
課
題
は
、
十
九
世
紀
ド
イ
ッ
の
近
代
化
過

程
に
お
け
る
「
未
完
成
な
市
民
革
命
」
の
究
明
に
む
け
ら
れ
た
。
す
な
わ

ち
、
一
八
四
八
年
三
月
革
命
前
後
に
お
け
る
ド
イ
ッ
自
由
主
義
思
想
の
特

質
を
考
察
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
ヨ
！
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
政
治
的
リ
ベ
ラ

リ
ズ
ム
と
異
な
っ
て
、
ド
イ
ッ
に
お
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
く
市
民
階
級
V
が

そ
の
担
い
手
で
あ
っ
た
の
で
は
な
く
、
ユ
ソ
カ
ー
や
土
地
貴
族
に
よ
る
政

治
的
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
の
も
と
で
、
「
ド
イ
ッ
的
特
殊
自
由
主
義
」
と
し
て
展

開
さ
れ
た
こ
と
、
そ
れ
は
ナ
チ
ズ
ム
発
生
の
重
大
な
一
つ
の
要
因
で
あ
る
。

「
自
由
主
義
は
ナ
チ
ズ
ム
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
．

ナ
チ
ス
は
自
滅
し
た
一
個
の
思
想
体
系
の
正
当
な
継
承
者
で
あ
っ
た
。
自

由
主
義
が
自
滅
し
な
か
っ
た
な
ら
ぽ
、
ナ
チ
ス
は
決
し
て
権
力
を
把
握
し

え
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
J
・
H
・
ハ
ロ
ウ
エ
ル
の
指
摘
は
、
多

田
君
の
学
問
研
究
に
と
っ
て
つ
ね
に
念
頭
に
あ
っ
た
し
、
彼
の
思
想
史
研

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

究
に
お
い
て
、
ひ
と
つ
の
批
判
的
視
点
と
し
て
ひ
き
つ
が
れ
て
い
る
。

　
第
一
部
「
ド
イ
ッ
三
月
革
命
期
の
政
治
思
想
」
は
、
ド
イ
ッ
自
由
主
義

の
初
期
的
形
成
（
第
一
章
）
を
、
い
わ
ゆ
る
シ
ュ
タ
イ
ソ
・
ハ
ル
デ
ン
ベ
ル

ク
の
行
政
改
革
を
中
心
と
し
て
、
ド
イ
ッ
自
由
主
義
の
形
成
過
程
と
そ
の

特
殊
的
性
格
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
ダ
ー
ル
マ
ン
（
第
三

章
）
、
ゲ
ル
ヴ
ィ
ヌ
ス
』
（
第
五
章
）
の
政
治
観
を
媒
介
と
し
て
考
察
し
、
あ
わ

せ
て
カ
ー
ル
・
ロ
テ
ッ
ク
（
第
四
章
）
、
ガ
ー
ゲ
ル
ン
（
第
六
章
）
の
思
想
と

行
動
に
つ
い
て
の
考
察
を
と
お
し
て
、
ド
イ
ッ
的
特
殊
性
が
一
層
深
く
浮

彫
り
に
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
ド
イ
ッ
自
由
主
義
政
治
思
想
が
、

三
月
革
命
期
の
前
後
に
お
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
お
よ
び
フ
ラ
ソ
ス
の
そ
れ
と

比
較
し
て
み
る
と
、
「
共
同
体
」
を
前
提
と
し
た
い
わ
ば
2
暮
一
8
亀
な

自
由
主
義
思
想
で
あ
っ
て
、
個
人
主
義
的
志
向
性
の
顕
著
な
西
欧
的
自
由

主
義
と
い
か
に
異
質
な
も
の
で
あ
っ
た
か
が
強
調
さ
れ
る
．
領
邦
国
家
体

制
に
あ
っ
た
当
時
の
ド
イ
ッ
で
は
、
「
ド
イ
ッ
統
一
」
こ
そ
が
主
た
る
国

民
的
課
題
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
第
二
部
「
ロ
ー
マ
ソ
主
義
の
政
治
思
想
」
に
お
い
て
は
、
ま
ず
、
イ
ギ

リ
ス
の
E
・
バ
ー
グ
の
政
治
的
保
守
主
義
の
宣
言
と
も
い
う
べ
き
著
述

『
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
革
命
の
考
察
』
が
、
ど
の
よ
う
に
ド
イ
ッ
思
想
界

に
受
容
さ
れ
、
い
か
に
ド
イ
ッ
・
ロ
ー
マ
ソ
主
義
政
治
思
想
に
影
響
を
あ

た
え
た
か
を
、
A
・
ミ
ュ
ラ
ー
の
思
考
形
態
に
よ
っ
て
考
察
し
、
さ
ら
に
、

P
・
ラ
ガ
ル
ド
の
著
作
『
ド
イ
ッ
論
集
』
を
解
明
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

（
第
三
・
第
四
章
）
、
ド
イ
ッ
・
ロ
ー
マ
ソ
主
義
に
み
ら
れ
る
思
想
的
諸
特
徴

（
有
機
体
論
、
循
環
史
観
、
民
族
的
宗
教
観
、
社
会
観
そ
の
他
）
に
つ
い
て
、
さ
ら

に
そ
れ
ら
と
二
十
世
紀
の
ナ
チ
ス
全
体
主
義
思
想
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い

て
論
及
さ
れ
て
い
る
。
K
・
マ
ン
ハ
イ
ム
が
そ
の
『
ド
イ
ッ
的
思
考
』
に

お
い
て
、
「
解
放
戦
争
と
そ
れ
に
つ
づ
く
王
政
復
古
（
穿
¢
鼠
彗
蝕
8
）
の

時
代
は
、
ド
イ
ッ
的
思
考
の
性
格
に
と
っ
て
決
定
的
な
も
の
で
あ
っ
た
．

〈
ド
イ
ッ
的
思
考
V
は
、
十
九
世
紀
以
来
、
ロ
ー
マ
ソ
主
義
的
で
あ
り
、

歴
史
主
義
的
で
あ
り
、
そ
れ
は
こ
の
国
に
生
ま
れ
た
固
有
の
反
対
で
す
ら
、
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な
お
そ
れ
か
ら
脱
れ
切
れ
な
い
ほ
ど
に
根
深
い
も
の
で
あ
る
。
H
・
ハ
イ

ネ
は
ロ
ー
マ
ソ
派
の
敵
対
者
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ロ
ー
マ
ソ
主
義

的
で
あ
り
、
マ
ル
ク
ス
は
歴
史
学
派
の
敵
対
者
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

歴
史
主
義
者
で
あ
る
」
と
、
述
べ
て
い
る
ご
と
く
に
、
い
わ
ゆ
る
「
ド
イ

ツ
的
思
考
」
は
、
決
定
的
な
要
因
と
し
て
ナ
チ
ズ
ム
の
神
話
形
成
に
ま
で

揺
曳
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
第
二
部
に
お
け
る
ミ
ュ
ラ
ー
・
ラ
ガ
ル
ド
等

の
ロ
ー
マ
ン
派
政
治
思
想
の
解
読
に
よ
っ
て
、
ナ
チ
ズ
ム
が
「
保
守
革

命
」
、
あ
る
い
は
ロ
ー
マ
ソ
主
義
革
命
と
称
さ
れ
る
所
以
と
の
関
連
で
明

ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

　
第
三
部
『
近
代
ド
イ
ッ
の
政
治
思
想
」
は
、
今
世
紀
に
お
い
て
、
ナ
チ

ズ
ム
を
発
生
せ
し
め
る
要
因
と
な
っ
た
ド
イ
ッ
の
政
治
的
・
社
会
的
諸
思

潮
を
取
り
扱
っ
た
も
の
で
あ
る
。
第
一
章
の
ト
ー
マ
ス
・
マ
ソ
の
政
治
観

に
お
い
て
は
、
第
一
次
大
戦
期
か
ら
ワ
イ
マ
ー
ル
時
代
、
亡
命
期
、
そ
し

て
第
二
次
大
戦
に
至
る
彼
の
思
想
的
な
変
遷
を
辿
る
。
第
二
章
は
、
マ
ソ

と
同
時
代
の
文
化
・
宗
教
哲
学
者
E
・
ト
レ
ル
チ
を
、
そ
の
著
書
『
観

察
者
の
書
翰
』
を
中
心
と
し
て
論
究
す
る
。
マ
ソ
や
ト
レ
ル
チ
の
思
想
が

ナ
チ
ズ
ム
と
は
異
次
元
の
も
の
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
初
期
の
マ

y
に
お
け
る
保
守
主
義
思
想
．
ト
レ
ル
チ
に
お
け
る
「
中
欧
ブ
ロ
ッ
ク
の

構
想
」
な
ど
は
、
ワ
イ
マ
ー
ル
期
の
保
守
陣
営
に
か
な
り
の
影
響
力
を
も

っ
て
い
た
こ
と
は
否
定
し
え
な
い
。
第
三
章
の
シ
ュ
ペ
ソ
グ
ラ
ー
、
第
四

章
の
モ
ェ
ー
ラ
ー
・
ヴ
ァ
ソ
・
デ
ソ
・
ブ
ル
ッ
ク
、
A
・
ヴ
ィ
ニ
ッ
ヒ
、

O
・
シ
ュ
パ
ソ
．
G
・
ギ
ュ
y
タ
ー
、
第
五
章
の
S
・
ゲ
オ
ル
ゲ
、
第
六

章
の
」
・
ラ
ン
グ
ベ
ー
ソ
、
H
・
S
・
チ
ェ
ソ
バ
レ
ソ
、
A
・
ロ
ー
ゼ
ン

ベ
ル
ク
等
は
．
ま
さ
に
ナ
チ
ズ
ム
の
思
想
的
先
駆
者
と
い
え
る
も
の
で
あ

ろ
う
。
第
七
・
八
章
に
お
い
て
は
、
F
・
マ
イ
ネ
ッ
ケ
、
G
・
リ
ッ
タ
ー

等
に
よ
っ
て
、
歴
史
主
義
思
想
と
国
民
的
自
由
主
義
の
間
題
が
概
観
さ
れ

て
い
る
。
ド
イ
ッ
に
お
け
る
《
近
代
V
政
治
学
的
思
惟
は
、
一
方
に
お
い

て
国
家
学
（
o
Q
一
轟
邑
①
ぼ
①
）
、
あ
る
い
は
国
法
学
（
幹
器
幹
。
畠
邑
①
ぼ
。
）
の
系

譜
に
お
け
る
発
展
と
、
他
方
に
お
い
て
十
九
世
紀
ド
イ
ッ
史
学
に
お
け
る

《
国
家
把
握
V
の
態
度
と
し
て
、
内
面
的
に
連
関
し
つ
つ
発
展
、
展
開
さ

れ
て
き
た
。
こ
こ
に
は
、
政
治
と
歴
史
、
政
治
学
と
歴
史
学
と
の
関
係
が
、

他
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
お
け
る
よ
り
も
、
ド
イ
ッ
に
お
い
て
親
密
で

あ
る
こ
と
が
検
証
さ
れ
て
い
る
．
ド
イ
ッ
国
民
国
家
の
形
成
、
ド
イ
ッ
的

特
殊
近
代
化
の
問
題
は
、
ド
イ
ッ
に
お
け
る
学
問
の
在
り
方
に
も
宿
命
的

特
徴
と
し
て
影
を
落
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
最
後
の
第
九
章
は
、
現
代

の
西
ド
イ
ッ
政
治
体
制
を
基
礎
づ
け
て
い
る
ボ
ソ
基
本
法
を
支
え
る
政
治

理
念
と
し
て
、
新
自
由
主
義
（
Z
8
－
＝
幕
邑
一
弩
毒
）
と
自
由
社
会
主
義

（
孚
①
ぎ
①
三
酵
電
聖
器
一
帥
舅
邑
の
政
治
・
社
会
・
経
済
思
想
に
考
察
を
加

え
た
論
考
で
あ
る
。

　
以
上
が
、
『
近
代
政
治
思
想
研
究
』
の
概
要
で
あ
る
。

　
ド
イ
ッ
政
治
思
想
史
の
研
究
者
と
し
て
、
多
田
君
は
、
精
神
史
と
政
治

史
と
の
、
あ
る
い
は
国
巨
一
霞
の
理
念
と
℃
o
一
置
脚
の
現
実
と
の
対
立
と

宥
和
へ
の
た
え
ざ
る
努
力
を
、
ド
イ
ッ
と
い
う
ひ
と
つ
の
思
想
分
野
の
中

で
学
ん
で
き
た
．
こ
の
論
文
は
固
8
凝
＄
。
窪
。
窪
Φ
と
し
て
の
意
義
は
大

き
く
、
と
り
わ
け
三
月
革
命
前
後
の
思
想
史
と
し
て
は
、
他
に
類
例
を
み

な
い
業
績
と
し
て
評
価
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
一
書
と
し
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て
集
成
さ
れ
る
と
、
円
環
の
欠
け
た
部
分
が
見
い
だ
さ
れ
る
よ
う
に
、
か

え
っ
て
幾
多
の
残
さ
れ
た
問
題
の
多
さ
に
気
付
く
。
多
田
君
自
身
、
「
未

開
の
分
野
に
可
能
な
か
ぎ
り
の
努
力
を
傾
注
し
』
な
く
て
は
な
ら
な
い
必

要
性
を
充
分
に
認
識
し
て
い
る
が
、
そ
れ
こ
そ
わ
れ
わ
れ
の
世
代
に
託
さ

れ
た
、
①
『
①
宰
黄
o
仁
鼠
§
恥
＞
ロ
凝
ぎ
①
で
あ
ろ
う
。
と
も
か
く
、
多

田
君
の
研
究
業
績
は
、
今
後
こ
の
種
の
、
数
少
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
業
績

の
一
つ
と
し
て
、
ひ
と
つ
の
時
代
を
刻
印
し
た
も
の
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

一
言
つ
け
加
え
て
お
け
ば
、
多
田
君
は
「
ド
イ
ッ
的
思
考
」
の
特
質
を
強

調
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
取
扱
わ
れ
た
思
想
家
す
べ
て
に
つ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

て
言
え
る
こ
と
で
あ
る
が
、
ド
イ
ッ
的
思
考
に
お
け
る
個
体
性
、
そ
こ
に

お
け
る
国
夢
畠
と
国
3
ε
¢
と
の
緊
張
、
外
に
向
っ
て
拡
大
し
つ
つ
内
に

向
っ
て
収
敏
す
る
論
理
、
そ
し
て
そ
れ
が
二
元
的
な
も
の
の
ジ
ン
テ
ー
ゼ

と
し
て
全
体
化
さ
れ
て
ゆ
く
思
想
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
と
い
っ
た
も
の
を
、

よ
り
鮮
明
に
描
い
て
欲
し
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
．

　
以
上
、
わ
れ
わ
れ
の
審
査
を
総
合
し
て
、
多
田
真
鋤
君
に
法
学
博
士

（
慶
慮
義
塾
大
学
）
の
学
位
を
授
与
す
る
に
適
当
で
あ
る
と
考
え
る
も
の
で

あ
る
。

　
昭
和
六
十
三
年
十
二
月
十
六
日

　
論
文
審
査
担
当

　
　
主
査
　
慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
部
教
授
　
法
学
博
士
　
奈
良
　
和
重

　
　
副
査
　
慶
鷹
義
塾
大
学
文
学
部
教
授
　
　
　
　
　
　
米
田
　
　
治

　
　
副
査
　
慶
慮
義
塾
大
学
法
学
部
教
授
　
　
　
　
　
　
堀
江
　
　
湛
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